
参加無料・どなたでも大歓迎！ 京都丹後鉄道沿線地域の未来をともにつくる

＼ 地域のおでかけ・移動の未来を考えよう ／

地域公共交通
まちづくり実践大学

～ 学びから地域での実践・事業化へ！あなたの声が地域の力に ～

開催の目的

京都丹後鉄道沿線地域では、人口減少や自家用車依存の進行により公共交通の持続可能性が低下しています。

そのため、多様な交通手段の連携・再設計により地域需要に即した交通ネットワークを実現することを目的に、

人材育成から事業化までを推進する「地域公共交通 まちづくり実践大学」を開催いたします。

今回の会議は、行政や専門家だけでなく、地域住民の皆さんと一緒にこれからの地域交通について、
気軽に話し合う場です。
難しい知識は一切不要ですので、「私達の街の交通」について、意見交換しましょう。
皆さんのご参加を心よりお待ちしています！

第１回 会議のご案内

日時 ： 令和８年１０月１日（木曜日）
１４時 ～ １７時（受付開始１３時半）

場所 ： ハピネスふくちやま
会議室１

定員 ： 最大４０名程度（先着順）

参加費： 無料

会場アクセス

JR・京都丹後鉄道
福知山駅より徒歩約10分(約750m)

※お車でお越しの場合は、福知山市役所の
有料駐車場をご利用いただけます。

〒620-0035
京都府福知山市字内記(内記三丁目)100

お申し込み方法

申込期限：令和8年9月28日（月）まで
URLまたはQRコードよりお申込みください。

【主催】北近畿タンゴ鉄道株式会社
【協力】 京都府・兵庫県・福知山市・舞鶴市・宮津市・京丹後市・伊根町・与謝野町・豊岡市
【事務局（お問合せ・お申込窓口）】株式会社かんこう 担当：樋口、倉岡

TEL:06-6935-6906
MAIL：higuchi@kanko.cityis.co.jp

kuraoka-ryo@kanko.cityis.co.jp

※全５回の開催を予定しています。
開催予定は裏面のスケジュールをご確認ください。
各回だけでの参加も可能です。

※参加者全員に丹鉄缶バッジプレゼント

【 Web申込URL 】
https://forms.gle/g3rdS44rD87TWJ847

※お電話・メールでのお申し込みも
可能です



全５回 カリキュラム ＆ スケジュール

※諸事情により、日時や内容が変更になる場合がございます。

第１回会議 10月1日(木)(14:00～17:00) ― 基礎知識の学習 ―

第１回公共交通ネットワーク再設計検討会
〇ゲストによる講習会
・「KTRと沿線の現状」：北近畿タンゴ鉄道株式会社 総務企画課 課長 新井信吾
・「縮小社会における公共交通ビジネスモデルの再構築（仮）」：鳥取大学工学部 教授 谷本圭志
〇参加者との意見交換会

第２回会議 10月24日(土)(午後) ※予定 ― 駅が有する重要な役割の学習 ―

第３回会議 11月21日(土)(午後) ※予定 ― 駅について自分で考える ―

第４回会議 12月中旬(平日午後予定) ― 自分達ができることを考える ―

第２回公共交通ネットワーク再設計検討会
○ゲストによる講習会
・地方で地域住民が交通存続に向けた活動についての紹介
・持続可能なまちづくり等に向けた、市民参加や協働方法について
○今後について
・今後自分たちにできることや取組について検討

第５回会議 1月中旬(土曜日予定) ― 今後を考える ―

成果発表会
○参加者が学んだことの発表
・グループでまとめた結果を発表
○今後についての報告
・事業終了後のプラットフォーム体制の紹介
・次年度以降の募集

【第１部】ケースＡ 第１回勉強会(土曜日予定)
ワークショップの実施

〇駅や駅の待合機能の検討
・理想とする駅や駅の待合に必要な機能についての

意見交換
・次回までに鉄道の待ち時間を体験

【第２部】ケースＢ 第１回勉強会(第１部終了後)
ワークショップの実施

〇Mobiアプリの使い方・機能紹介
・Mobiアプリの機能紹介
・他地域のMaaS活用例の紹介
・次回までにMobiアプリを体験
〇KTR沿線の交通資源に関する意見交換
・KTR沿線で考えられる交通資源に関する意見交換

【第１部】ケースＡ 第２回勉強会(土曜日予定)
ワークショップの実施

〇モデル駅の整備計画
・駅での待合機能の問題点や課題の検討
・モデル駅に必要な機能と対策の検討

【第２部】ケースＢ 第２回勉強会(第１部終了後)
ワークショップの実施

〇Mobiアプリの活用や他業種連携方法の施策提案
・Mobiアプリ活用方法の検討
・公共交通の他業種連携施策の検討
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